のでした。 

あめ てんと 

(飴と いう もの はうまい もの だ。 天道 は 飴 を うんと こ 

さえて いるが、 なかなか おれに はくれ ない。) 

山男が こんな こと を ぼんやり 考えて いますと、 その 

澄み切った 碧い そら を ふわ ふわう るんだ 雲が、 あても 

なく 東の 方へ 飛んで 行きました。 そこで 山男 は、 のど 

の 遠くの 方 を、 ごろごろなら しながら、 また 考え まし 

た。 

(ぜんたい 雲と いう もの は、 風の ぐあいで、 行ったり 

来たり ぼかつ と 無くなって みたり、 俄かに またで てき 

たりす る もんだ。 そこで 雲助と こういうの だ。) 



そのと き 山男 は、 なんだか むやみに 足と あたまが 軽 

くな つて、 逆さまに 空気の なかに うかぶ ような、 へん 

な 気 もちに なりました。 もう 山男 こそ 雲助の ように、 

風に ながされる のか、 ひとりでに 飛ぶ のか、 どこと い 

う あてもなく、 ふらふら あるいて いたのです。 

(ところが ここ は 七つ 森 だ。 ちゃんと 七っつ、 森が あ 

まつ ぼ うず 

る。 松の いっぱい 生えて るの も ある、 坊主で 黄い ろな 

の も ある。 そして ここまで 来て みると、 おれ はま もな 

く 町へ 行く。 町へ はいって 行く とすれば、 化けない と 

なぐり 殺される。) 

山男 は ひとりで こんな こと を 言いながら、 どうやら 



ひとり きこり 

一 人 まえの 木 樵の かたちに 化けました。 そしたら もう 

すぐ、 そこが 町の 入口だった のです。 山男 は、 まだ ど 

う も 頭が あんまり 軽くて、 からだの つりあい がよくな 

いとお もいながら、 のそのそ 町に はいりました。 

しおざけ 

入口に はいつ もの 魚屋が あって、 塩鮭の きたない 

俵 だの、 くしゃくしゃ になった t 鰯の つら だのが 台に 

のき だ こ 

のり、 軒に は 赤ぐ ろい ゆで 章魚が、 五つつ るして ぁリ 

ました。 その 章魚 を、 もう つくづくと 山男 はなが めた 

のです。 

あし 

(あのい ぼの ある 赤い 脚の まがりぐ あい は、 ほんとう 

ぎ て 

に りっぱ だ。 郡役所の 技手の、 乗馬ず ぼん を はいた 足 



より まだ りっぱ だ。 こういう ものが、 海の 底の 青い く 

らいと ころ を、 大きく 眼 を あいて はって いるの はじつ 

さいえ らい。) 

山男 はお もわず 指 を くわえて 立ちました。 すると 

きた 

ちょうど そこ を、 大きな 荷物 をし よった、 汚ない 

あさぎ ふく し な 

浅黄 服の 支那 人が、 きょろきょろ あたり を 見 まわしな 

がら、 通りかかって、 いきなり 山男の 肩 をた たいて 言 

いました。 

たんもの ろくしんがん 

「あなた、 支那 反物よ ろしい か。 六 神 丸たい さんやす 

いご 

山男 はび つくりして ふりむいて、 



赤い 眼が、 とかげの ようで へんに 怖くて しかた ありま 

せんでした。 

そのうちに 支那 人 は、 手ば やく 荷物へ かけた 黄い ろ 

さなだひも こうり ふた 

の 真田紐 をと いて ふろしき を ひらき、 行李の 蓋 をと つ 

て 反物の いちばん 上に たくさん ならんだ 紙 箱の 間から、 

くすりびん 

小さな 赤い 薬瓶 のよう な もの を つかみだしました。 

つめ 

(おやおや、 あの 手の指 はずい ぶん 細い ぞ。 爪 も あん 

まり 尖って いるし いよいよ こわい。) 山男 は そっと こ 

う おもいました。 

支那 人 は そのうちに、 まるで 小指ぐ らい ある ガラス 

つ -こ 

の コップ を 二つ 出して、 ひとつ を 山男に 渡しました。 



よろしい ご 支那 人 は 尖った 指 を つき出して、 しきりに 

すすめる のでした。 山男 は あんまり 困って しまって、 

もう 呑んで 遁げ てし まおうと おもって、 いきなり ぷ 

いっと その 薬 をのみ ました。 すると ふしぎな ことに は 

山男 はだん だんから だの でこぼこが なくな つ て、 ちぢ 

まって 平らに なって ちいさく なって、 よくしら ベて み 

ると、 どうもい つかち いさな 箱の ような ものに 変って 

草の 上に 落ちて いるら しいので した。 

ちくしょう 

(やられた、 畜生、 とうとう やられた、 さっきから あ 

んまリ 爪が 尖って あやしい とお もっていた。 畜生、 

すっかり うまく だまされた。) 山男 はロ厝 しがつてば 



の 蓋が 落ちて きました。 それでも 日光 は 行李の 目から 

う つくしく すきとお つ て 見えました。 

(とうとう 荦 におれ ははい つた。 それでも やっぱり、 

お 日 さま は 外で 照って いる。) 山男 は ひとりで こんな 

こと を 眩 やいて 無理に かなしい の を ごまかそう としま 

した。 すると こんど は、 急に もっとく らくな りました 

ふろしき 

(はは あ、 風呂敷 を かけた な。 いよいよ 情けない こと 

になった。 これから 暗い 旅になる。) 山男 はなるべく 

落ち着 い て こう 言 いました。 

おど 

すると 愕 ろいた こと は 山男の すぐ 横で もの を 言う や 

つが あるので す。 



「おまえさん は どこから 来な すった ね ご 

山男 は はじめぎ くつと しました が、 すぐ、 

(はは あ、 六 神 丸と いう もの は、 みんな おれの ような 

ぐあいに 人間が 薬で 改良され たもんだ な。 よしよ し、) 

と 考えて、 

「おれ は 魚屋の 前から 来た ご と 腹に 力を入れて 答え 

ました。 すると 外から 支那 人が 嚙み つくよう にどな り 

ました。 

「声 あまり 高い。 しずかに するよろし いご 

山男 はさつ きから、 支那 人が むやみに しゃくに さ 

わって いました ので、 このと き はもう 一 べんに かつと 



胸 を なでおろし たらしく、 ほおと いう 息の 声 も、 ぼん 

ぼんと 足 を 叩いて いる 音 も 聞こえました。 それから 支 

た 力 レ 

那人 は、 荷物 をし よったら しく、 薬の 紙 箱 は、 互 にが 

たがた ぶつ つかりました。 

「おい、 誰 だい。 さっき おれに もの を 云い かけた の 

は。 I 

山男が 斯う 云いましたら、 すぐと なりから 返事が き 

ました。 

「わし だよ。 そこで さっきの 話の つづき だが ね、 お ま 

すずき ぴき 

え は 魚屋の 前から きたと すると、 いま 鱸が 一 匹い く 

テ— ル ぎん 

らす るか、 また ほした ふかの ひれが、 十両に 何片 くる 



「えい、 仕方ない。 そんなら も 少し 急いで あるきな。 

仕方ない な。 ここに 居る の はお まえ だけ かいご 

「いいや、 まだた くさん いる。 みんな 泣いて ばかりい 

る ご 

「そいつ はか あいそう だ。 陳 はわる いやつ だ。 なんと 

かおれた ち は、 も いちど もとの 形に ならないだろう 

ゝ o _ 

力 」 

「それ はでき る。 おまえ はま だ、 骨まで 六 神 丸に なつ 

もど 

ていないから、 丸薬 さえの めば もとへ 戻る。 おまえの 

びん 

すぐ 横に、 その 黒い 丸薬の 瓶が ある ご 

「そうか。 そいつ はいい、 それで はすぐ 呑もう。 しか 
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